「や あ、 しばらく ご 

記者が 掛けた 声に、 思わず 力が 入って、 運転手が は 

たと 自動車 を 留めた。 …… 実は 相乗して 席 を 並べた、 

修善 寺の 旅館の 主人の 談話 を、 ふと 遮った 調子が はず 

んで 高かった ためで ある。 

「いや、 構わず …… どうぞ ご 

振 向いた 運転手に、 記者が ちょっと てれながら 云つ 

ひときし 

たので、 自動車 は そのまま 一 軋りして 進んだ。 

沼津に 向って、 浦々 の 春 遅き 景色 を * ら せる、 …… 

土地の人 は (みつと) と 云う 三 津の浦 を、 いま 浪打際 

ところ 

と ほとんど すれすれに 通る 処 であった。 しかし、 こ 



おお、， おご 

大に驕 つた。 —— 主人が 沼津の 町へ 私用が ある。 I 

I そこで 同車で 乗 出した。 

おお ひと さんぷく たきょう そうこう じな わて 

大 仁の 町 を 過ぎて、 三 福、 田 京、 守 木、 宗 光寺 啜、 

南条 —— といえば 北条の 話が 出た。 …… 四日 町 を 抜け 

て、 それから 小 四 郎の江 間、 長 塚 を 横ぎ つて、 口野、 

すなわち 海岸へ 出る のが 順路であった。 …… 

うの 花に はま だ 早い、 山 田 小 田の 紫雲英、 残の 菜の 

花、 並木の 随処に 相 触れて は、 狩 野 川が 線 子 を 張って 

ひば リ さえず たんぽ ぼ 

青く 流れた。 雲雀 は 石山に 高く 囀って、 鼓 草の 綿が 

あお リ 

タイヤの 煽に 散った。 四日 町 は、 新しい 感じが する。 

まがき ひなた 

両側 をき れいな 細流が 走って、 背戸、 籬の 日向に、 若 



だった。 —— 」 「何、 海岸 まわり は 出来ない のです か 

しさい 

ね ご 「いいえ、 南条 まで 戻って、 三津へ 出れば 仔細 あ 

りません がな、 気の 着かない こと をした。 …… 辰さん、 

一度 聞いた 方が いい ぜご 「は、 そういた しまし ようご 

「恐ろしく 丁寧に な つ たな あごと 主人 は、 目鼻 をく しゃ 

なかおれ， まう A JJ" 

くしゃと させて 苦笑して、 茶の 中折帽 を 被り 直した。 

「はやい 方が ゆい、 聞く のに —— 」 けれども 山吹と 藤の 

むらみ ち ひる しずか かれら さし のぞ 

ほか、 村路 の午静 に、 渠等を 差視く 鳥の 影 もなかった。 

そのかわり、 町の 出 はずれ を 国道へ ついて 左へ 折 曲ろ 

こみせ 

うとす る 角 家の 小店の 前に、 雑貨ら しい 箱 車 を 置いて 

はんてんぎ くぐ 

休んで いた、 半纏 着の 若い 男 は、 軒の 藤 を 潜りながら、 



る。 

富士が 浮いた。 …… よく、 言う 事で —— 佐渡ケ 島に 

は、 ぐるりと 周囲に 欄干が あるか、 と 聞いて、 …… そ 

いわやま ざんがい 

の 島人に 叱られた 話が ある。 が、 巌 山の 巉睚を 切って 

さざえ つ の ふもと こみち 

通した、 栄螺の 角に 似た ぎざぎざの 麓の 径と、 浪打 

つきめ ぐ しがら み 

際との 間に、 築繞 らした 石の 柵 は、 土手と いうより 

もた だ 低い 欄干に 過ぎない。 

な 力. W 

「お宅の 庭の 流に かかった、 橋 廊下の 欄干よ リ 低い 

すそ 

くらいで、 …… すぐ、 富士山の 裾 を 引いた 波なん です 

な。 よく 風で 打つ けません ね ご 

「大丈夫で ございま すよ。 後方が 長 浜、 あれが 弁天 島 _ 



—— 自動車 は 後 眺望が よく 利きません な、 むこうに 山 

がー ッ 浮いて いましょう。 淡 島です。 あの 島々 と、 上 

わしず やま こうみ 

の 鷲 頭 山に 包まれて、 この 海岸 は、 これから 先、 小 海、 

重 寺、 口野な どと なります と、 御覧の 通り 不穏な 駿河 

湾が、 山の 根 を 奥へ 奥へ と 深 くん 込んで ぉリ ますから、 

おそれ 

風波の 恐怖と い つ て は ほとんどありません その か 

ぐう へ きち 

わり、 山の 麓の 隅の 隅が、 山 扁の喁 といった 僻地で… 

さ こ：：' 

…以前 は、 里からで はよう やく 木 樵が 通います くらい、 

まるで 人跡 絶えた とい つた 交通の 不便な 処で ございま 

してな、 地図 を ちょっと 御覧な すっても 分ります が、 

絶 所、 悪路の 記号と いう、 あの パチパチ ッ とした 線香 



「乗って るんで すね！ その上に いま …… 何だか 足が 

くすぐ 

櫟 つたいよ うです ね ご 

記者 はシ イツに 座 をず らした。 

「いえ、 決して、 その 驚かし 申す のではありません。 

それです から、 弁天 島の 端な リ、 その …… 淡 島の 峯か 

ら、 こうこの 巌 山を視 めます と、 本で 見ました、 仙境、 

魔界と いった ェ 4. 口で …… どんな か、 拍子で、 この 崖に 

そで あら 

袖の 長い 女で も 居よう ものなら、 竜宮から 買 ものに 顕 

さ き 

われた かと 思った もので。 —— 前途の 獅子 浜、 江の 浦 

まで は、 大分 前に 通じ ましたが、 口野から こちら …… 」 

い V- と ころ 

自動車 は、 既に 海に 張 出した 石の 欄干 を、 幾処 か、 



「馬車が、 真正面に、 この 桟道 一 杯に なって 大 く 目に 

じい さま なな ゃッっ こども 

入った と 思 召せ。 村長の 爺 様が、 突然 七 八 歳の 小児の 

ねずみ ひ 

ような 奇声 を 上げて、 (や あれ、 見やれ、 鼠が 車を曳 

いて 来た。) —— とんと お話さ、 話の ようで ございまし 

てな ご 

「や あ、 しばらく！」 

記者が、 思わず 声を掛け たの はこの 時であった —— 

肩 も 胸 も 寄せながら、 

ふもと 

「浪打 際の 山の 麓 を、 向う から 寄る 馬車 を 見て —— 



鼠が 車を曳 いて 来た —— 成程、 しかし、 それ は 事実で 

す 力 」 

記者が 何 ゆえ か 意気込ん だの を、 主人 は 事 も なげに 

軽く 受けた。 

「はは は、 一 つばな し。 …… です が 事実に も 何にも I 

きしょう 

I 手前 も 隣 郡のお 附合、 …… これで 徽章な どを附 けて 

立 会いました。 爺 様の 慌てた の を、 現に そこに 居て、 

存じて おります。 が、 別に 不思議はありません。 申し 

た ほど の嶮道 で 、 駕籠 は 無理 にも どうで しょうか な I 

I その 時 七十に 近い 村長が、 生れてから、 いまだ かつ 

て 馬と いう ものの 村へ 入った の を 見た ことがなかった 



ので ございます よご 

「馬 を 見て 鼠 …… 何だか 故事が ありそうで 変です が I 

I は あ、 そうすると、 同時に、 鼠が 馬に 見えない とも 

限りません かしら ご 

「は？」 

「鼠が 馬に 見える かも 知れません が、 どうで しょうご 

「いや、 おっしゃ ると ご 

主人 は 少し 傾いた が、 

「ただ、 それだけの 話で、 …… 深く 考えた 事 も ありま 

せんが、 成程、 ちょっと 似て いるか も 知れません、 もつ 

とも 黒い奴で すがな ご 



「御主人 —— 差 当り だけで も、 そう 肯定 をな さるん な 

ら、 私が 是非 話したい 事が あるので す。 現在、 しかも 

この 土地で、 私が 実見した 事実です がね。 余り 突 拍子 

がない ようです から —— 実は まだ、 誰に も 饒舌り ませ 

ん。 —— 近い 処が 以前から お宅 を ひいきの 里 見、 中 戸 

川さん、 近頃で は芥 川さん。 絵の 方 だと 横 山、 安田 氏 

などです か。 私 も 知合で はあり ますが、 たとえば、 そ 

の 人た ちに も 話 をし ません。 芥 川さん など は、 話 上手 

や ふところ 

で、 聞 上手で、 痩せて いても 懐中が 広い から、 嬉し そ 

にが わら い 

うに 聞いて はくれ るで しょうが、 苦笑 もの だろうと 

思う から、 それに さえ 遠慮 をして いるんで すがね。 I 



I 御主人 ご 

「はは あ、 は あ …… で、 それ は ご 

「いや、 そんなに 大した 事ではありません。 実は 昨年、 

ななよう か 

ちょうど 今頃 …… もう 七 八日 あとでした。 …… やつ ぱ 

りお 宅で お世話になって、 その 帰途が け、 大 仁からの 

電車で したよ。 この 月 二十日の 修善 寺の、 あの 大師 講 

の 時です がね、 —— お宅の 傍の 虎渓 橋 正面の 寺の 石段 

まんなか おびただし さんけい うえした しきり 

の 真中 へ —— 夥多 い 参詣 だ から、 上下の 仕切が つ き 

ましょう。」 

「いかにも ご 

「あれ を 青竹 一本で 渡したん です が、 丈と いい、 その 



茶 か 花の 宗匠と いった 風の …… 」 

うなず 

半ば 聞いて 頷いた。 ここで 主人の 云った の は、 そ 

れは浮 島 禅師、 また 桃園 居士な どと 呼ばれる、 三 島 沼 

たか もち 

津を 掛けた 高 持の 隠居で。 …… 何 不足の ない 身の上と 

たのし なかん ずく 

て、 諸芸に 携わり、 風雅 を 楽む、 就中、 好んで 心学 

あまね 

一派の ごとき 通俗なる 仏教 を 講じて、 遍く 近国 を教 

う-どう- 

導す る 知識 だそう である。 が、 内々 で、 浮 島 を かなで 

うきしま じい あだな 

読む お 爺 さ ん —— 浮 島 爺 さ ん という 渾名 の ある こと も、 

また 主人が 附 加えた。 

「その 居士が、 いや、 もし …… と、 莞爾 か々 と 声を掛 

けて、 …… あれ は 珍ら しい、 その 訳 じ や、 茅 野と 申し 



牡丹の ひたしもの といった 処で、 一輪ず つ 枝 を 折る 殺 

風景に は 及ばない、 いけ 花の 散った の を 集めても 結構 

らんばん 

よろしい。 しかし、 贅沢と いえば、 まことに 蘭 飯と 称 

ま うず 、/ 

して、 蘭の 花 をた き 込んだ 飯が ある、 禅家の 鳳隨、 こ 

れは、 不老の 薬と 申しても 矛い。 —— 御主人 —— これ 

な ら 無事 でしよう。 まず この辺まで は芥 川さん に 話し 

くちもと うなず 

て も、 白い 頰を 窪まし、 口許に 手 を 当てて 頷いてい ま 

しょうがね、 …… あとが 少し むずかしい。 —— 

私 は その 時 は、 はじめから、 もと 三 島へ 下りて、 一 

汽車 だけ、 いつも 電車でば かり 見て 通る、 あの、 何と 

みちばた ながれ 

も 言えない 路傍の 綺麗な 流 を、 もっとず ッと 奥まで 



ら 屋根 づたいに、 伝う のです。 どうも 割合に 暑う ごす 

トル n ぼう てぬぐい 

と、 居士 は 土 耳 古帽を 取って、 きちんと 畳んだ 手拭で、 

汗 を 拭きました つけ。 …… 」 

なかおれぼう ぐあい 

主人 も 何となく 中折帽の 工合 を 直して、 そして クス 

クスと 笑った。 

「御主人の 前で、 何も 地理 を 説く 要はない。 —— 御修 

繕 中で ありました。 神社へ 参詣 をして、 裏門の 森 を 抜 

たんぽみ ち こく ぐら 

けて、 一度 ちょっと 田 畝 道 を 抜けました がね、 穀蔵、 

もの 置 蔵な どの 並んだ 処を 通って、 昔の 屋敷町と いつ 

えの き 

たのへ 入って、 それから 模 の宫 八幡宮 —— この 境内が、 

ほとんど 水源と 申して 宜しい、 白雪のと けて 湧く 処、 



たのが 底まで 澄んで、 透 通って、 軟な 細い 葉に、 ぱ 

らばら と 露 を 丸く 吸った のが 水の 中に 映る のです が I 

I 浮いて 通る その 緋 色の 山 椿が …… 藻の そよ ぐのに 引 

寄せられて、 水の 上 を、 少し 斜に 流れて 来て、 藻の 上 

へす つと 留まって、 熟と なる。 …… 浅瀬 もこの 時 は、 

淵の ように 寂然と する。 また 一 つ 流れて 来ます。 今度 

は 前の 椿が、 ちょっと 傾いて 招く ように 見えて、 それ 

が 寄る の を、 いま 居た 藻の 上に 留めて、 先の は漾 つて、 

別れて 行く。 

また 一輪 浮いて 来ます。 —— 何だか、 天の川 を 誘い 

かん ざし うっとり 

合って、 天女の 簪 が 泳ぐ ようで、 私 は 恍惚、 いや 



ぼうぜん 

茫然と したので すよ。 これ は 風情 じ や …… と 居士 も、 

きんちゃく ぶどう リ すた かぼリ 

巾着 じめ の 煙草 入の 口 を 解いて、 葡萄に 栗鼠 を 高 彫 

ぎせ る ゆうちょう の 

した 銀 煙管で、 悠暢 としてう まそう に 喫んで いました。 

ふたつ とが 

目の前へ —— 水が、 向う 岸から 両岐に 尖って 切れて、 

ひとはば すそ ひろ 

一幅 裾 拡がりに、 風に 半 幅 を！^ つた 形に、 薄い 水 脚が 

まっくろ つら 

立った、 と 思う と、 真黒な 面がぬ いと 出ました。 あ、 

ゆうえん す さ ちんにゅうしゃ 

この 幽艷 清雅な 境へ、 凄まじい 闖入者！ と 見る と、 

ぬめりと した 長い 面が、 およそ 一尺ば かリ、 左右へ、 

いぶり を 振って、 ひゆつ ひゆつ と 水 を 捌いて、 真横に 

どじょう こ い ふな なまず 

私たちの 方へ 切って 来る。 鰌 か、 鯉 か、 鮒 か、 鯰 か、 

と 思う のが、 一 一人と も 立 つ て 不意に 顔 を 見合わせた 目 



に、 歴々 と 映る と 思う、 その 隙 もなかった。 

_ 馬 じ や …… 

ひど おび わめ 

と 居士が、 太く 怯えた 声で 喚いた。 私 も ぎょっとし 

あと さが 

て 後へ退った。 

はるか あし こ 

いや、 噓 のよう な 話です —— 遥 に 蘆の 湖 を 泳ぐ 馬が、 

ここへ 映った と 思った としても よし、 軍書、 合戦 記の 

み 

昔 を そのまま 幻に 視た としても、 どっち 道 夢見た よう 

に、 瞬間、 馬 だと 思った の は 事実です。 

や あい、 そこへ 遁 げたい …… 泳いで らい、 畜生々々。 

わんぱくが、 四 五 人ば らばら と、 畠の 縁へ 両方から、 

向う 岸へ 立ちました。 



た —— 続いて 三ッ 四ッ、 くるりと 廻る うちに 七 ッ十ゥ 

かさな 

…… たちまち くるくると 緋 色に 累 ると、 直ぐ 次の、 ま 

ひ つから ま 

た 次の 車へ もお なじよう に引搦 つて、 廻りながら 累 

るの が、 流れる 水 脚の ままなん ですから、 早い も 遅い 

も 考える 間はありません。 揃って 真紅な 雪が 降 積る か 

と 見えて、 それが 一つ一つ、 舞いながら、 ちらちらと 

水晶 を 溶いた 水に 揺れます。 呆気に 取られて、 ああ、 

綺麗 だ、 綺麗 だ、 と 思う うちに、 水玉 を 投げて、 紅 

しぶき 

の※ 〔# 「さんず い + 散」、 を 揚げる と、 どうで しょ 

う、 引いて いる 川 添の 家 ごとの 軒より 高く、 とさかの 

燃える ように、 水柱 を、 颯と 揃って 挙げました。 



あしぶみ ゆす 

居士が、 けたたましく 一 一 つ 三つ 足蹈 をして、 胸 を 揺つ 

て、 (火事 じ や、 …… 宿 じ や、 おた にの 方 じ や —— 御 

免。) と ひょこひょこと 日和下駄で 駆 出し ざまに、 門 を 

飛び出よ うとして、 振 返って、 (や あ、 皆 も 来て くれ。) 

ただ であい 

尋常 ごとではありません。 植木屋 徒 も 誘われて、 残 

らず どやどや 駆けて 出る。 私 はと ぼんと して、 一 人、 

はなれじま 

離島に 残された 気がし たんです。 こんな 島に は、 あ 

あやし す 

の 怪ぃ大 鼠 も 撥もうと 思う、 何となく、 気 を 打って、 

みまわします とね ご 

「は あ —— 」 

じ ざ か い 

「ものの 三 間と は 離れません。 宫 裏に、 この 地境ら し 



抜ける ので ある。 

「思わず 畜生！ と 言った が 夢中で 遁げ ました。 水車 

の あたり は、 何にもありません、 流が せんせんと 響く 

ばかり 静まり返った ものです。 です が —— お 谷さん I 

もた 

I もう 分った でしよう。 欄干に 凭れて 東海道 を視 いた 

うまれ つき 

三 島 宿の 代表者。 …… これが 生得 絵 を 見ても 毛穴が 

きら い 

立つ ほど 鼠が 嫌 なんだ と 言います。 ここにお いて、 

ナイト びんば つ しゅく 

居士が、 騎士に 鬢髪を 染めた 次第です。 宿の その 二 

階 家の 前 は、 一杯の 人だかりで …… 欄干の 二階の 雨戸 

も、 軒の 大戸 も、 ぴったりと 閉まって いました。 口々 

に 雑談 をす るの を 聞く と、 お 谷さん が、 朝 化粧の 上に、 



また 

七つ 道具で 今し がた、 湯へ 行こうと、 門の 小 橋 を 跨ぎ 

かけて、 ぁッと 言った、 赤い 鼠！ と、 あ、 と 声 を 内 

はしごだん 

へ 引いて 遁 込んで、 けたたましい 足音で、 階 子 壇 を 駆 

上がる と、 あれえ あれえ と 二階 を 飛 廻って 欄干へ 出た。 

赤い 鼠が そこまで 追 廻した ものら しい。 キヤ ッと そこ 

で 悲鳴 を 立てる と、 女 は、 宙へ、 飛 上った。 条の 仙人 

さかさま しごとし 

を 倒 だ、 その 白 さったら、 と 消防 夫ら しい 若い 奴 は 

怪しからん 事 を。 —— そこへ、 両手で 空 を 摑んで 煙 を 

かき わ かけ 

搔 分ける ように、 火事 じ や、 と 駆つ けた 居士が、 (や あ、 

な 

お 谷、 軒 を それ 火が 嘗める わ、 ええ 何 をし とる) と 太 

鼓ぬ けに 上って、 二階へ 出て、 縁に 倒れた の を、 —— 



ほ あぜ 

乾します。 畝 も 畑 もあった ものじゃありません、 

ひさしした かまど 

廂 下から 土間の 竈 まわりまで、 鰯 を 詰 込んで、 どう 

かする と、 この 石 柵の 上まで 敷 詰める。 —— ところが 

大漁と いうう ちに も、 その 時 は、 また 夥多く 鰯が あが 

じきち 

りました。 獅子 浜 在の、 良 介に 次吉 という 親子が、 気 

を 替えて、 き賊 釣に 沖へ 出ました。 暗夜の 晚で。 —— - 

ぴき こぎ もど 

しかし 一尾 も かかりません。 思 切って 船 を 漕 戻した の 

OS 

が 子の刻 過ぎで、 浦 近く、 あれ、 あれです、 …… あの 

もうろう 

赤 島の こっちまで 来る と、 かえって 朦朧と 薄 あかりに 

月が さします。 びし やりび しゃり、 ばち やばち やと、 

舷 で 黒い ものが 鏈れて 泳ぐ ご 



「鼠。」 

「いや、 お待ち 下さい、 人間で。 …… 親子 は 顔 を 見合 

わせた そうです が、 助け上げ ると、 ぐし よ 濡れの 坊主 

です。 —— 仔細 を 聞いても、 何にも 言わない。 I 卞の 

垂る 細い 手で、 ただ、 陸 を 指して、 上げて くれ、 と 言 

うのでして なご 

「ゆ 厭 だな あご 

「上げる ために 助けた の だから、 これに 異議 はあり ま 

せん。 浜 は、 それ、 その 時 大漁で、 鰯の 上 を 踏んで 通 

る。 …… 坊主が、 これ を 皆 食う か、 と 云った。 坊主 だ 

けに 鰯 を 食う かと 聞 くもいい が、 ぬかし 方が 頭 横柄で。 



…… 血の気の 多い 漁師です、 癩に 触った から、 当り前 

よ、 と 若い のが 言う と、 (人間の 食う ほど は 俺 も 食う、) 

と 言います とな、 両手で ー摑 みに してべ ろべ ろと 頰張 

りました。 頰 張る あとから、 取って は 食い、 摑ん では 

食う ほどに、 あなた、 だんだん 腹這いに ぐにゃぐにゃ 

と 首 を 伸ばして、 ずるずると 鰯の 山 を 吸 込む と、 五斛 

十斛、 瞬く間に、 満ちみ ちた 鰯が 消えて、 浜の 小雨 は 

貝殼 をた たいて、 暗い 月が 砂に 映った のです。 (まだ 

あるか、) と 仰向けに 起きた、 坊主の 腹 は、 だぶだぶと 

ふくれて、 鰯の ように 青く 光って、 げ いと、 口から 

なまぐさ 

腥 い 息 を 吹いた。 随分 大胆な のが、 親子と も 気絶し 



方で、 何と、 昼 も 騒ぐ。 …… (困り ましたよ、 これ も、 

あなたのお 話に ついて 言うよう です が) それが 皆 その 

像 を 狙う ので、 人手 は 足りず、 お 守 をし かねる と言う 

のです。 猫 を 紙袋に 入れて、 ちょいと つけば 二 ヤン 

と 鳴かせる、 山寺の 和尚さん も、 鼠に は 困った。 あと、 

二度まで も 近在の 寺に 頼んだ が、 そのい ずれから も 返 

して 来ます。 おなじく 鼠が 掛 るので。 …… ところが、 

最初の 山寺で もそう だった と 申します が、 鼠が 女 像の 

足 を 狙う。 …… 朝顔 を嚙 むよう だ。 …… 唯今で も 皆が 

そう 言う ので ございま すがな、 これが 変です。 足 を 狙 

うのが、 朝顔 を嚙 むよう だ。 爪 さきが 薄く 白い という 



人の 情に 憑った のか も 知れません。 ところで、 浜 方で 

も 相談して、 はじめ、 寄リ 着かれた 海岸 近くに、 どこ 

か 思 召しに かなった 場所 はなかろう かと、 心して 捜す 

と、 いくら もあります。 これ は 陸で 探る より、 船で 見 

る 方が 手取り 早う ございま すよ。 樹の 根、 巌の 角、 こ 

きりぎし むろ 

の巌 山の 切 崖に、 しかるべき 室に 見立てられる 巌 穴が 

いしゃ のみ なめらか わるね ずみ 

ありました。 石工が 入って、 鑿で 滑 にして、 狡 鼠 を 

防ぐ に は、 何より、 石の 扉 をし めて 祭りました。 海で 

拾い上げ たのが 巳の 日だった 処 から、 巳の 日 様。 —— 

みんな 

しかし 弁財天の 御 縁日 だとい うので、 やがて、 皆が (巳 

の 時 様)。 —— 巳の 時 様、 とそう 云って いるので ござ 



います。 朝に 晚に、 聞いて 存じながら、 手前 はま だ 拝 

見し ません。 沼津、 三 島へ 出ます にも、 ここ はぐつ と 

大 廻りになります。 出掛ける となると、 いつも 用事で 

忙しい ものです から。 …… 

—— 御 都合で、 今日、 御 案内 かたがた、 手前 も 拝見 

をし ましても 」 

「願う 処 ですな ご 

そこで、 主人が 呼 掛けよう としたら しい 運転手 は、 

ふと 辰さん (運転手) の 方で 輪 を 留めた。 

「どうした ご 

あたかも また 一 つ、 颯と 冷い 隧道の 口で ある。 



はくりん せいだ は 

そのまま、 沼津に 向って、 車 は 白 鱗 青 蛇の 背 を馳せ 

た。 

大正 十五 ( 一 九 二 六) 年 十月 
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